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重要なお知らせ 
 

 

 

左記のマークは、製品筐体に人体に危険なレベ

ルの感電を及ぼす可能性がある、絶縁 されて

いない「危険な電圧」が存在することをユーザー

に警告するためのものです。 

 

 

左記のマークは、この電気器具に付属の説明書

に操作や管理に関する重要な指示があることを

ユーザーに知らせるためのものです。 

 

 

警告: 火災や感電の危険を避けるため

に、この電気器具を雨や水分にさらさない

でください。筐体内には危険な高電圧が

存在します。キャビネットを開けないでくだ

さい。修理は資格のある専門家に依頼し

てください。本機に水がかかったり濡れた

りしないようにしてください。また、本機の

上に花瓶のような水が入ったものを置か

ないでください。 
 

1. 以下の説明を読んでください。 

2. この説明書を保管しておいてください。 

3. すべての警告に留意してください。 

4. すべての指示に従ってください。 

5. 本機を水のそばで使用しないでください。 

6. 拭き取りは乾いた布で行ってください。 

7. 通風口をふさがないでください。メーカーの指

示に従って設置してください。 

8. ヒーター、ストーブその他の (アンプを含む) 

熱を発生する機器等、熱源のそばに設置し

ないでください。 

9. 極性や接地があるプラグの安全性を無効に

しないでください。極性のあるプラグは端子

の 1 つの幅が他の端子より広くなっているも

のです。接地があるプラグは 2 つの平たい

端子と 1 つの接地端子があるものです。これ

らの幅広の端子や 3 番目の接地端子は、安

全のために使われています。付属のプラグ

がコンセント形状に合わない場合には、電気

工事士にコンセントの交換を相談してくださ

い。 

10. 電源コード、特にプラグ、コンセント、機器と

の接続の部分が踏まれたりつぶされたりしな

いように 保護してください。 

11. メーカーの指定した付属品、アクセサリーの

みを使用するようにしてください。 

12. 雷嵐のときや長期間使用しない場合は、機

器をコンセントから外してください。 

13. 修理はすべて資格のある専門家に任せてく

ださい。電源コードやプラグの破損等、機器

が破損した場合、液体がかかった場合、上に

ものを落とした場合、雨や水分にさらされた

場合、正常動作しない場合、落としてしまった

場合等には修理が必要です。 

 警告: 電池を飲み込まないでください。化学火傷の危険があります。 

本製品に付属するリモコンにはボタン電池が使われています。ボタン電池を飲み込んだ場合、2 時間程度で体内に化学

火傷が発生し、最悪の場合、死に至ることもあります。未使用電池、使用済み電池のどちらも子供の手の届かないところ

で保存してください。電池蓋がきちんと閉まらないような場合、直ちに製品の使用を中止してお子様の手の届かないところ

に保管してください。電池を飲み込んだり、体内に入ったと思われる場合には、至急医療機関に連絡を取るようにしてくだ

さい。 

注意: 電池の表裏を間違って取り付けると爆発する危険性があります。電池は同一または同等品と交換してください。電

池は、太陽光や火のような異常な高温にさらさないでください。 

警告: 電源プラグは電源を切るための手段として使用されますので、簡単にプラグが抜けるようにしておいてください。 

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK.

DO NOT OPEN.

CAUTION: TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC 
SHOCK, DO NOT REMOVE COVER (OR BACK).  
NO USER-SERVICEABLE PARTS INSIDE.  
REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE 
PERSONNEL.
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ご注意 

• AC 電源コードを本機に接続する前に、本機

の電圧指定が供給電圧に一致していること

を確認してください。電源が対応しているか

不明の場合には、電力会社に問い合わせる

ようにしてください。対応電源入力範囲は AC 

100 V - 120 V ~ / 220 V - 240 V ~、50 / 60 

Hz です。 

• CLASS I 構造の機器は保護接地接続がある

商用電力コンセントに接続してください。 

• 本機は、コンセントに接続されている間、電

源が切られていても AC 電源から電力が供

給されています。 

 • 長期間製品を使わない場合にはコンセントか

ら電源コードを外しておいてください。 

• プラグを抜くときはコードを引っ張らずにプラグ

を持って外してください。 

• 製品に適切な換気を確保するため、製品をソ

ファーやベッド、絨毯の上に置かないでください。

壁や本棚に設置する場合には、周りに十分なス

ペースを確保してください: 製品の上、両横、後ろ

には 4 インチ (10 cm) の空間を確保することをお

薦めします。 

• 高温になると装置が異常な動作をするように

なります。この装置や電池を直射日光やその他

の発熱する物体のそばに放置しないでください。 

法律上の注意 

「Made for iPod」、「Made for iPhone」、「Made for iPad」とは、それぞれiPod 、iPhone、iPad専用に接続するよう設計され、

Apple が定める性能基準を満たしているとデベロッパによって認定された電子アクセサリーであることを示しています。こ

の機器の動作や安全基準、規制基準への準拠に対してAppleは責任を負いません。このアクセサリーの使用が無線通信

の受信性能に影響を及ぼす場合があります。 

iPad、iPhone、iPod、iPod touchは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の商標です。 

対応するiPod/iPhone/iPad 

• 本機の USB は、iPhone 5S、iPhone 5C、iPhone 5、iPhone 4S、iPad (第 4 世代)、iPad mini、iPod touch (第 5 世代)

に対応しています。 

• 本機に搭載された Bluetooth 技術は、iPhone 5S、iPhone 5C、iPhone 5、iPhone 4S、iPad (第 4 世代)、iPad mini、

iPod touch (第 5 世代)に対応しています。 
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はじめに 

HA-1(JP)ヘッドフォンアンプは、弊社製ブルーレイディスクプレーヤー BDP-95、BDP-105で実績のある回路設計を使用し

ています。HA-1(JP)ヘッドフォンアンプは、ブルーレイプレーヤーと同じく多機能なモデルとして開発されました。高性能ヘ

ッドフォンアンプとしてだけでなく、アシンクロナスUSB DAC、ステレオプリアンプ、モバイル機器のデジタルオーディオドック、

Bluetoothのオーディオトランスポートとしてお使い頂けます。 

HA-1(JP)のアナログオーディオ回路は、駆動が非常に困難とされるヘッドフォンにも対応した、クラスAのパワーアンプに

よる完全差動動作のフルバランス設計となっています。全ての設計過程において、DAC後段のアナログ領域でオーディオ

信号を完全な形に保つことに細心の注意を払い開発いたしました。HA-1(JP)は、リニア電源レギュレター、専用コンデンサ

ーを使用したフィルター、強力なトロイダル電源トランスを使用し、ヘッドフォンアンプに十分余裕のあるクリーンな電源を供

給します。また、ヘッドフォンとの接続は4ピンXLRバランスジャックまたは一般的な1/4インチ(6.35 mm)標準ステレオジャッ

クのどちらかを選択できます。 

パワーアンプ部には、左右チャンネルの特性が完全に一致するように、厳選されたペアマッチ・ディスクリート部品を使用し

ています。音量調節つまみはモーター駆動式となっており、アナログ領域での音量調節が手動またはリモコンで可能とな

っています。RCAおよびXLRバランスの2系統のアナログ入出力を装備し、ショート、過負荷、DCオフセットを防ぐ保護回路

を搭載しています。 

HA-1(JP)はハイレゾのデジタルオーディオ再生に最適です。同軸、光、AES/EBUデジタル入力、さらにPCM、DSD両フォ

ーマットに対応の16コアXMOSチップセットで制御されたアシンクロナスUSB DAC機能を装備しています。また、オーディオ

愛好家向けのブルーレイプレーヤーでも使用されているESS 9018 Sabre32 Reference DACチップと出力段により、低ノイズ

かつ低歪みのハイレゾ再生が可能です。また、USBでHA-1(JP)とPCを接続、お気に入りの再生ソフトを使用し、ジッターを

限りなく無くした状態で音楽を楽しむことができます。さらに、高音質のaptXコーデックによるBluetooth接続も利用可能で

す。 

意匠面ではクラシカル・モダンなデザインを特長としています。肉厚のアルミシャーシを使用し、音量つまみと入力選択つ

まみの他、直感的な操作が可能なユーザーインターフェイスとして、高品質TFT 液晶ディスプレイも装備しています。これ

により、ユーザーは好みや再生する楽曲の雰囲気に応じて、クラシックなVUメーター、モダンなスペクトラムアナライザー、

楽曲情報表示のどれかスクリーンに表示させることができます。また、付属の赤外線リモコン、Bluetoothで接続したスマー

トフォンを用いて、様々な操作が可能です。 

OPPO HA-1(JP)ヘッドフォンアンプによって、お手持ちのハイエンド・ヘッドフォンの能力をフルに引き出すことが可能です。

HA-1(JP)をOPPO平面磁界型ヘッドフォンと組み合わせれば、高い性能と多くの機能により、どんなに耳の肥えた音楽愛

好家の要求にも完璧に応えることができます。 

付属品 

お買い上げのOPPO HA-1(JP)ヘッドフォンアンプの付属品をご確認ください: 

 ユーザーマニュアル 電源ケーブル(長さ約1.4m)  

 リモコン (電池同梱) Bluetoothアンテナ 

 ミニ(3.5mm)→標準(6.35mm)変換アダプター  
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設置 

フロントパネル  

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Source
Volume

HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

USB

 

1. 電源ボタン  

2. 電源インジケーター 

3. 6.35 mm 標準ヘッドフォン出力 

4. 入力選択つまみ 

5. 4 極 XLR バランスヘッドフォン出力 

6. 液晶ディスプレイ 

7. 赤外線センサー 

8. 音量つまみ 

9. モバイル用 USB 入力 

 

 

リアパネル 

1 2 3 4 5 126 7 8 9 10 11

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

 

1. XLR バランス入力 

2. プリ出力(XLR バランス)  

3. RCA 入力 

4. プリ出力(RCA)  

5. Bluetooth アンテナ端子 

6. トリガー入力 

7. AES / EBU デジタル入力 

8. トリガー出力 

 

9. 同軸デジタル入力 

10. 光デジタル入力 

11. USB  (B タイプ)入力  

12. AC 電源入力端子 
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リモコン 

 リモコンのボタン 

POWER : STANDBY (待機)とON (オン)を切り替えます 

MUTE : オーディオ出力を消音します 

VOLUME +/- : 音量を調節します 

PREV : 前の曲にスキップします 

PLAY / PAUSE : 再生開始と一時停止を行います 

NEXT : 次の曲にスキップします 

COAX : 同軸デジタル入力に切り替えます 

OPTI : 光デジタル入力に切り替えます 

AES/EBU : AES/EBUデジタル入力に切り替えます 

USB : USB (Bタイプ) 入力に切り替えます 

BT : Bluetooth入力に切り替えます 

MOBILE : モバイル用USB入力に切り替えます 

RCA : RCA入力に切り替えます 

XLR : XLRバランス入力に切り替えます 

DIMMER : 液晶ディスプレイの明るさを切り替えます 

 

電池の取り付け 

 

リモコンにはあらかじめ電池が取り付けられていますが、電池が切れた場合には新しいCR2032型ボタン電池と交換してく

ださい。電池を交換するには、先端を伸ばしたペーパークリップを、リモコンの後部にある電池トレイ取り出し用の穴に入
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れて押します。電池トレイが少し飛び出した状態になりますので、リモコンのボタン側を下にして電池トレイを引き出します。

古い電池を取り出す際に電池の向きに注意してください。新しい電池を取り出した電池と極性マークが同じ向きになるよう

にしてトレイに入れます。電池のプラス側(+マークが付いた平らな面)は、トレイに入れたときに下向きになります。マイナス

側は上向き(丸みのある面)になります。電池蓋がカチッというまで押し込みます。電池交換後にはリモコンが正常動作する

ことを確認するようにしてください。使用済みの電池は速やかに所定の方法で廃棄するようにしてください。 

リモコンの使い方 

Source
Volume

Balanced
HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

Within about 26 ft 

iPod/iPhone/iPad

USB

 

リモコン使用時には、角度±30°、距離8メートル(26フィート)以内でリモコン先端の赤外線放射部をHA-1(JP)本体の赤

外線センサーに向けるようにしてください。 

スマートフォン用リモコンアプリの使い方 

無料のスマートフォン(iPhone/Android)用のリモコンアプリがご利用になれます。アプリをご利用になるには、Google 

Play (Android)、もしくはApp Store (iPhone)のいずれかからダウンロードを行い、ご利用のスマートフォンへインストール

を行ってください。リモコンアプリとHA-1(JP)本体はBluetoothで接続され、物理リモコンと同じ動作が可能です。 
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ヘッドフォン出力の接続 

お使いのヘッドフォンとOPPO HA-1(JP)を6.35 mm標準コネクター、または4ピンXLRバランスコネクターで接続します。お

使いのヘッドフォンが3.5 mmステレオミニジャックの場合、付属のミニ(3.5mm)→標準(6.35mm)変換アダプターをご使用くだ

さい。 

最高の音質を得るために、高感度なヘッドフォン、高出力が必要なヘッドフォンのどちらでも適切に駆動されるよう

Headphone Gain (ヘッドフォンゲイン)をNormal (標準)とHigh (高)のどちらかを選択します。詳細は｢高度な操作｣の

｢Headphone Gain (ヘッドフォンゲイン)選択｣の項目をご参照ください。 

6.35 mm       or        4-pin XLR

 

注:  

• 6.35 mm 標準ジャックと４ピン XLR バランス出力を同時に使うことはできません。6.35 mm 出力に接続すると 4 ピン

XLR バランス出力は消音されます。 

• 6.35 mm コネクターを抜き差しする際には、素早く完全に着脱するようにしてください。6.35 mm コネクターの物理的

形状により、中途半端な状態でジャックを差したままにすると、左右の出力がショートし、HA-1(JP)の保護回路が動

作する場合があります。 

バランス駆動型ヘッドフォン端子レイアウト 

バランス駆動型ヘッドフォン端子のレイアウトは以下の通りです。 

1: L+
2: L -3: R+

4: R -

 
 

注:  

• 端子 2(L-)と端子 4(R-)はそれぞれが独立した信号線となっているため、これらを結合してシングルエンド型ヘッドフ

ォンのアース端子として使用することはできません。また、アダプターなどの製品をこの端子に接続し、シングルエン

ド型ヘッドフォンを接続することはできません。 
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HA-1(JP)をプリアンプやDACとして使う 

OPPO HA-1(JP)は、プリ出力(PRE OUT)をパワーアンプやアクティブスピーカー(アンプ内蔵スピーカー)と接続することに

よって、プリアンプやデジタル／アナログコンバーター(DAC)として使用することもできます。HA-1(JP)のプリ出力には、

RCA端子とXLRバランス端子があり、出力レベルはVolume (音量)つまみやリモコンで調節できます。ヘッドフォンを使用中

にプリ出力は消音されません。消音するにはリモコンのMUTE (消音)ボタンを押します。 

RCA出力 

RCAピンケーブルを使ってHA-1(JP)をRCA入力のあるパワーアンプやアクティブスピーカー(アンプ内蔵スピーカー)と接続

することができます。 

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

 Audio Interconnect Cables

AUDIO/VIDEO  MULTI-CHANNEL  RECEIVER

AUDIO IN
L R

 

XLRバランス出力 

XLRケーブルを使ってHA-1(JP)をXLRバランス入力のあるパワーアンプやアクティブスピーカー(アンプ内蔵スピーカー)と

接続することができます。 

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT
AUDIO/VIDEO  MULTI-CHANNEL  RECEIVER

AUDIO IN 

L R

XLR Cables  

トリガー 

プリアンプとして使用する場合、3.5 mm のモノラルミニジャックケーブルを使って HA-1(JP)の Trigger (トリガー)出力をステ

レオパワーアンプのトリガー入力に接続することができます。HA-1(JP)の電源を入れると、+12 V の DC 電圧が Trigger (ト

リガー)出力から供給されて、接続したパワーアンプの電源が自動的にオンとなります。Trigger (トリガー)出力は、最大

100 mA の電流を供給することができます。 
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また、HA-1(JP)の Trigger (トリガー)入力にサラウンドプロセッサーやその他の入力機器のトリガー出力を接続することも

できます。この場合、接続された機器の電源がオンになると、HA-1(JP)の電源もオンとなります。 

Trigger (トリガー)出力や Trigger (トリガー)入力は使わなくても構いません。フロントパネルの POWER (電源)ボタンやリモ

コンを使って、手動で HA-1(JP)の電源をオン/オフすることができます。 

入力信号の接続 

OPPO HA-1(JP)は複数のアナログ入力およびデジタル入力に対応しています。使用方法に応じて1台または複数台の入

力ソース機器とHA-1(JP)を接続してください。 

RCA入力 

 RCAケーブル2本を使ってオーディオ機器をHA-1(JP)のRCA入力に接続することができます。アナログ信号は増幅されて

ヘッドフォン出力とライン出力に送られます。この入力ソースは、Source Selector (入力選択)画面、リモコンともに RCA と

表示されます。 

 

XLRバランス入力 

 XLRバランスケーブルを使用して、XLRバランス出力を持つオーディオ機器をHA-1(JP)と接続することができます。アナロ

グ信号は増幅され、ヘッドフォン出力とライン出力に送られます。この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面、リモ

コンともにXLRと表示されます。 

 

同軸デジタル入力 

同軸デジタル(75Ω)ケーブルを使って、お使いの機器の同軸デジタル出力をHA-1(JP)のCoaxial Digital Audio Input (同軸デジ

タル入力)に接続することができます。デジタル信号は本機の内蔵DACで変換されてヘッドフォン出力とライン出力に送られます。

この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面でCoaxial Digital (同軸デジタル)と表示されますが、リモコンではCOAXとな

っています。 

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

Audio Interconnect Cables

AUDIO Out

L R

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

XLR Cables

AUDIO OUT

L R
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Coaxial Out

Coaxial Digital Cable

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

 

光デジタル入力 

光ケーブル(TOSLINKケーブル)を使って、お使いの機器の光デジタル出力をHA-1(JP)のOptical Digital Audio Input (光デジタ

ル入力)に接続することができます。デジタル信号は本機の内蔵DACで変換されてヘッドフォン出力とライン出力に送られます。

この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面でOPTICAL (光)と表示されますが、リモコンではOPTIとなっています。 

 

AES / EBUデジタル入力 

3ピンXLR (110Ω)デジタルケーブルを使って、お使いの機器のAES / EBU出力をHA-1(JP)のAES / EBU Digital Audio Input 

(AES / EBUデジタル入力)に接続することができます。デジタル信号は本機の内蔵DACで変換されてヘッドフォン出力とライン

出力に送られます。この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面、リモコンともにAES / EBUと表示されます。 

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

Digital Out

XLR-3 Digital Cable

 

注: 

• Digital Audio Inputs (デジタル入力)の Coaxial (同軸)、Optical (光)、AES/EBU にはステレオの PCM 信号のみが入

力可能です。Dolby Digital や DTS などの圧縮音声信号には対応していません。 

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

Optical Out

Optical (TOSLINK) Cable
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USB (Bタイプ)入力 

USBのA-Bタイプケーブルを使ってお使いのコンピューターをHA-1(JP)に直接接続することができます。この場合、コンピュータ

ーはデジタル音源として機能しますので、お好きな再生ソフトウェアを使用することができます。デジタル信号は本機の内蔵

DACで変換されてヘッドフォン出力とライン出力に送られます。この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面でUSB DAC

と表示されますが、リモコンではUSBとなっています。 

(Type A Male) USB 2.0 Cable
(Type B Male)

USB Port

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

 

注: 

• お使いの OS と再生ソフトウェアによっては、コンピューターから HA-1(JP)でオーディオ再生を可能にするために、オ

ーディオドライバーソフトウェアやソフトウェアの設定が必要になる場合があります。ドライバーのダウンロードやヘル

プ情報に関しては OPPO ウェブサイトの HA-1(JP)サポートページをご参照ください。 

モバイル用USB入力 

対応しているiPod、iPhone、iPadをHA-1(JP)のフロントパネルのMobile USB Audio Input(モバイル用USB入力) 端子に接続する

ことができます。接続にはApple製品に付属のUSB- 30ピンドックコネクターケーブルかUSB-Lightning™ケーブルが必要です。

Apple製品から出力されたデジタルオーディオ信号は本機の内蔵DACで変換されてヘッドフォン出力とライン出力に送られます。

この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面、リモコンともにMOBILEと表示されます。 

 

注: 

• 本機に搭載された USB は、iPhone 5S、iPhone 5C、iPhone 5、iPhone 4S、iPad (第 4 世代)、iPad mini、iPod touch 

(第 5 世代)に対応しています。 

Bluetooth接続 

スマートフォンやデジタルオーディオプレーヤー等、Bluetooth対応モバイル機器でBluetoothを有効にしてOPPO HA-1(JP)を検

索することで、接続することが可能です。ペアリングが完了して接続されると、Bluetoothのデジタル信号は内蔵DACで変換され

てヘッドフォン出力とライン出力に送られます。この入力ソースはSource Selector (入力選択)画面でBLUETOOTHと表示されま

すが、リモコンではBTとなっています。 

Source
Volume

HEADPHONE AM PLIFIER HA-1

USB
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注: 

• 本機の Bluetooth 再生は、iPhone 5S、iPhone 5C、iPhone 5、iPhone 4S、iPad (第 4 世代)、iPad mini、iPod touch (第

5 世代)に対応しています。 

• 本機の Bluetooth 再生は、Bluetooth の A2DP プロファイル対応のすべてのモバイル機器、PC に対応しています。 

Bluetoothの設定 

BLUETOOTH 入力が選択されると、液晶ディスプレイには Bluetooth の接続状態が表示されます。機器がペアリングされ

ていないか、ペアリングされた機器が受信範囲内にない時には、画面に Not Connected (未接続)と表示されます。このよ

うな場合、モバイル機器の Bluetooth を有効にして OPPO HA-1(JP)を検索してペアリングするようにします。正常にペアリ

ングされると Connected (接続済み)と表示されます。 

いったん Bluetooth 機器とペアリングされると、BLUETOOTH 入力が選択され、且つその機器が受信範囲内にある場合に

は、再接続を実行します。HA-1(JP)がある機器と接続済みの状態のときに別の機器と接続したい場合には、HA-1(JP)の

Bluetooth メニューで接続された機器のペアリングを解除するか、接続された機器の Bluetooth 機能を一時的にオフに設

定して、接続を解除する必要があります。 

ペアリング処理に失敗するとBluetoothステータス表示はNot Connected (未接続)のままとなりますので、このような場合にはペ

アリング処理を再実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

Source
Volume

Balanced
HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

USB
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OPPO HA-1(JP)の使い方 

基本操作 

電源のオン/オフ 

HA-1(JP)をAC電源に接続した時には、待機モードのままとなっています。Power (電源)ボタンを押すと電源インジケータ

ーが青色に変わり、電源が入ります。HA-1(JP)の起動時にはOPPOのロゴがスクリーンに表示されますが、動作状態にな

るとあらかじめ設定されたホーム画面(ステータス、スペクトラム、VUメーターのいずれか)に切り替わります。 

電源がオンの状態でPower (電源)ボタンを押すと、電源が切れて電源インジケーターも消灯し、待機モードとなります。 

 

Source
Volume

Balanced
HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

iPod/iPhone/iPad

USB

リモコン: 

 
  
リモコンのPOWERボタンでもフロントパネルのPower (電源)ボタンと同じ操作を行うことができます。 

 

液晶ディスプレイ 

HA-1(JP)は通常動作時に、フロントパネルの液晶ディスプレイにあらかじめ選択されたStatus (ステータス)、Spectrum (スペクト

ル)、VU Meter (VUメーター)のいずれかが表示されます。この機能をHome Screen Selection (ホーム画面選択)と呼びます。 

       

液晶ディスプレイはユーザー操作に応じた表示に変わりますので、その表示を参考に操作してください。 

 

入力選択 

Source Selector (入力選択)つまみを回転して入力ソースを選択します。液晶ディスプレイには、現在選択されている入力ソース

がハイライトされたSource Selector (入力選択)画面が表示されます。希望の入力ソースがハイライト表示された状態でSource 

Selector (入力選択)つまみを押すと選んだ入力ソースが有効となり、液晶ディスプレイはHome Screen (ホーム画面)に戻ります。 
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Source
Volume

Balanced
HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

iPod/iPhone/iPad

リモコン: 

 

 
 

入力ソースはリモコンの入力ボタンを直接押すことでも変更が可能です。  

音量調節 

Volume (音量)つまみを時計/反時計方向に回すと、音量が増/減します。また、液晶ディスプレイにはVolume (音量)画面が表

示されて音量を知らせます。HA-1(JP)の音量制御はアナログ領域で実装されています。画面に表示されるdB値は、Volume (音

量)つまみの位置を計測して算出されるもので、入力信号に対する Pre-amplifier Output (プリ出力)のおおよそのゲインまたは

減衰量を表します。微小レベルの領域でVolume (音量)つまみを動かした際に、音量カーブの対数的な特性に起因して、数dB

の範囲で値がばらつきますが正常動作の範囲内です。実際のヘッドフォンの音量は、感度、入力レベル、Headphone Gain (ヘッ

ドフォンゲイン)設定に依存します。 

リモコン: 

 
 

音量は、リモコンのVolume (音量) +/-ボタンを使っても調節することができます。液晶ディスプレイに Volume (音量)が表示され、

Volume (音量)つまみもリモコン操作に連動して回転します。 

注:  

• HA-1(JP)の電源が入っていない時に誤って Volume (音量)つまみを回転させてしまうことがありますが、出力機

器を保護するために HA-1(JP)の音量調節には保護機構が組み込まれています。電源投入時に Volume (音

量)つまみの位置が前回電源を切断した時の音量より大きくなっている場合には、Volume (音量)つまみは自動

的に元の音量に戻ります。また、Volume (音量)つまみの位置が前回より低く設定されている場合には、そのま

ま新しく設定した音量となります。 

消音 

リモコンのMUTE (消音)ボタンを押すとHA-1(JP)のオーディオ出力、液晶ディスプレイにMUTE (消音)アイコンが表示されます。

Volume (音量)つまみを回すか、リモコンのVOLUME +/-ボタンまたはMUTE (消音)ボタンを再度押すと消音はキャンセルされま

す。 
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Source
Volume

Balanced
HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

iPod/iPhone/iPad

USB

リモコン: 

 
 
HA-1(JP)をヘッドフォンアンプとプリアンプの両方として使用する場合、MUTE (消音)ボタンをPre-amplifier Output (プリ出力)に

のみ有効とすることができます。このような設定にすると、MUTE (消音)ボタンでスピーカーを消音しながらヘッドフォンを使用す

ることができます。詳細は、｢高度な操作｣の｢消音操作｣をご参照ください。 

接続した機器の再生コントロール 

USB DAC Audio Input (USB DAC入力)を選択すると、リモコンのMobile USB Audio Input (モバイル用USB入力)、Bluetooth 

Audio Input (Bluetooth入力)、PLAY/PAUSE (再生/一時停止)、PREV (前曲)、NEXT (次曲)などのボタン操作をPCやモバイル

機器に伝達し、対応する動作で再生することが可能です。ただし、ソフトウェアや機器によってはこれらの機能に対応していない

ものがあります。なお、同軸、光、AES/EBU、RCA、XLRの各オーディオ入力で接続されている機器には、これらの機能は対応

していません。 
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高度な操作 

Source Selector (入力選択)つまみを押して回すことで、詳細設定を行うことができます。基本操作は以下の通りです: 

• Source Selector (入力選択)つまみを押すと詳細設定の画面が表示されます。 

• 表示された操作を実行せず、もう一度 Source Selector (入力選択)つまみを押すと、次の設定画面が表示され

ます。続けて Source Selector (入力選択)つまみを押すと、各項目の設定画面が順次表示され、最終的に

Home Screen (ホーム画面)に戻ります。 

• これらの設定画面では、現在選択されている設定がハイライト表示されます。Source Selector (入力選択)つま

みを回すとカーソルが移動します。ハイライト表示された選択項目にカーソルを置いたままにしておくか、

Source Selector (入力選択)つまみを押すと、その選択項目が有効になります。選択が終わると、液晶ディスプ

レイが Home Screen (ホーム画面)に戻ります。 

Source
Volume

HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

USB

 

設定画面は以下のとおりです: 

Home Screen Selection (ホーム画面選択) 

通常動作時に表示されるHome Screen (ホーム画面)を次の3つの中から選ぶことができます。 

• Status (ステータス) (テキスト表示-出荷時の設定) – 入力ソースとオーディオストリームに関するステータス情

報。 

• Spectrum (スペクトル) – オーディオ信号をスペクトラムアナライザーで表示。 

• VU Meter (VU メーター) – オーディオ L/R 信号をアナログ VU メーターで表示。 

 

Screen Dimmer (画面の明るさ)設定 

液晶ディスプレイの明るさを次の中から選択することができます: 

• Normal (標準) (出荷時の設定) – 液晶ディスプレイの明るさが最大になります。 
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• Dim (暗) – 液晶ディスプレイが暗くなります。   

• Off (オフ) – 液晶ディスプレイが消灯されます。操作時に短時間だけ点灯し、操作内容を確認することができま

す。通常に戻ると、再度消灯されます。 

リモコン: 

 
     

リモコンのDIMMERボタンでScreen Dimmer (画面の明るさ)設定を簡単に調節することができます。ボタンを押す毎にScreen 

Dimmer (画面の明るさ)の設定が順番に切り替わります。 

Mute (消音)操作 

HA-1(JP)をヘッドフォンアンプとプリアンプの両方として使う場合、ヘッドフォンで聴くときにはPre-amplifier Output (プリ出力)を

消音したいと思われるかも知れません。たとえば、HA-1(JP)をアクティブスピーカー(アンプ内蔵スピーカー)と接続しているよう

な場合、ヘッドフォン使用時に両方のスピーカーの電源を切るより、Pre-Amplifier Output (プリ出力)を消音する方が簡単です。

このような使い方を可能にするのがMute Operation (消音操作)設定で、リモコンでMUTE (消音)ボタンを押したときの動作を設

定します。次の設定から選択します:  

• Mute All (すべて消音) (出荷時の設定) – MUTE (消音)ボタンを押すと、Headphone Jack (ヘッドフォンジャック)

と Pre-amplifier Output (プリ出力)の両方が消音され、液晶ディスプレイに Mute (消音)アイコンが表示されま

す。もう一度 MUTE (消音)ボタンを押すか、Volume (音量)つまみを回すと消音は解除されます。 

• Mute Pre Out (プリ出力消音) – MUTE (消音)ボタンを押すと、Pre-amplifier Output (プリ出力)のみ消音され、

液晶ディスプレイには音の横に｢MUTE (消音)｣という文字が表示されます。もう一度 MUTE (消音)ボタンを押す

と消音は解除されます。ここで、Volume (音量)つまみを操作しても、Pre-amplifier Output (プリ出力)は消音さ

れたままヘッドフォンの音量を調節することができます。消音が解除された場合、Pre-amplifier Output (プリ出

力)音量はその時の Volume (音量)つまみの位置により決定されるため、ヘッドフォンをスピーカーと違う音量で

聴いているような場合には注意が必要です。 

 

 

リモコン: 
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Headphone Gain (ヘッドフォンゲイン)の選択 

最高の音質を得るために、お使いのヘッドフォンの感度とインピーダンスに合わせて、Headphone Gain (ヘッドフォンゲイ

ン)をNormal (標準)とHigh (高)のどちらかに設定します。各設定は以下のとおりです: 

• High (高) (出荷時の設定) – HA-1(JP)のヘッドフォン増幅段を Normal (標準)より約 18dB 高い高ゲインに設定

します。低感度または高インピーダンスのヘッドフォン向きの設定です。  

• Normal (標準) – HA-1(JP)のヘッドフォン増幅段を標準ゲインに設定します。高感度または低インピーダンスの

ヘッドフォン向きの設定です。 

 

Volume (音量)つまみを上げめの位置にセットした状態でちょうど良い音量になるように適切なゲインレベルを選択します。High 

(高)ゲイン設定にしてVolume (音量)つまみを下げめの位置で使うよりも、Normal (標準)ゲイン設定でVolume (音量)つまみを上

げめの位置で使う方が高音質でお楽しみ頂けるでしょう。  

注:  

• 突然の大音量でヘッドフォンを破損させたり、驚くことがないように、音量を下げてから Headphone Gain (ヘッド

フォンゲイン)設定を変更してください。 
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Home Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モード 

HA-1(JP)では入力ソース毎にHome Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードを個別に設定することができます。入力ソ

ースをこのモードに設定すると、Pre-Amplifier Output (プリ出力)は音量調節バイパスし、入力信号とまったく同一レベル(ユニテ

ィーゲイン)となります。これは、HA-1(JP)を高性能ステレオプリアンプとしてマルチチャンネル・ホームシアターシステムに組み

込む場合に便利な機能です。下図は、ホームシアターシステムに組み込む場合の典型的な接続例です: 

AUDIO/VIDEO  MULTI-CHANNEL RECEIVER

RCA

XLR

XLR

Surround Sound Processor

HA-1

CD Player

Stereo Power
Amplifier

Multi-channel 
Power Amplifier

Front Left/Right Speakers

Surround Speakers

...

Subwoofer

FL FR

R L

R L

110-120V~ / 220-240V~

AES/EBU Coaxial Optical USB DAC
R

L

AC IN

R

L

R

LR

L

RR  BBaallaanncceedd  AAuudd
SStteerreeoo  AAuuddiioo  IInn

XXLL iioo  IInn

Stereo Audio Out
XLR Balanced Audio Out

Out

ANALOG INPUT DIGITAL INPUT

HA-1 HEADPHONE AMPLIFIER

In

TRIGGER

PRE OUT

 

上図のシステムでステレオソース(例：CDプレーヤー)を聴く場合には、ステレオパワーアンプ、HA-1(JP)、ソース機器の電源を

入れれば良く、音量はHA-1(JP)で調節します。マルチチャンネルソースを聴く場合には、すべての機器の電源を入れ、音量は

サラウンドプロセッサーで調節します。サラウンドプロセッサーに接続されているHA-1(JP)の入力ソース(この例ではRCA Stereo 

Audio Input (RCAオーディオ入力)はHome Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードに設定され、HA-1(JP)のPre-

Amplifier Output(プリ出力)レベルは、音量調節をバイパスし、サラウンドサウンドプロセッサのフロントL/R出力と同一レベルと

なります。 
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接続する機器に音量調節がある場合のみ、入力をHome Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードに設定しましょ

う。音量調節のないソース機器(例：CDプレーヤー、DVDプレーヤー)は、アンプやスピーカーを傷める恐れがあるため、

Home Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードで接続しないようにしてください。 

デジタル入力ソースはHome Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードに設定が可能ですが、ほとんどのデジタル

ソース機器は音量調節を持たないため、お薦めできません。ただし、HA-1(JP)を純粋なDAC機器として音量調節のあるプ

リアンプに接続して使う場合には、DAC出力が音量調節をバイパスするように、デジタル入力ソースをHome Theater 

Bypass (ホームシアターバイパス)モードに設定します。 

Home Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードは、Pre-Amplifier Output (プリ出力)にのみ有効です。Home 

Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードでも、ヘッドフォン出力はVolume (音量)つまみで音量調節が可能です。 

Home Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードは選択中の入力ソースに対して有効になります。他の設定項目と

は異なり、すべての入力ソースに対して有効とはなりません。複数の入力ソースに対してHome Theater Bypass (ホームシ

アターバイパス)モードを設定したい場合には、該当する入力ソース毎に設定を変更するようにします。設定モードは以下

のとおりです: 

• Standard (Variable Volume) (標準 ：可変音量) (出荷時の設定) – 選択中の入力ソースは標準モードに設定さ

れ、Volume (音量)つまみで Pre-Amplifier Output (プリ出力)の音量調節ができるモードです。 

• Bypass (Fixed Level) (バイパス：固定音量) – 選択中の入力ソースは Home Theater Bypass (ホームシアター

バイパス) モードに設定され、Pre-Amplifier Output (プリアンプ出力)は入力信号と同一レベルに固定され、

Volume (音量)つまみで音量調節ができなくなります。 

 

 

Bypass (Fixed Level) (バイパス：固定音量)を選択すると、大音量の信号がPre-Amplifier Output (プリ出力)から出力される危

険性があるため、確認が求められます。確認またはキャンセルを選択し、Source Selector (ソース選択)つまみで確定します。 
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Home Theater Bypass (ホームシアターバイパス)モードが設定された入力ソースは、Source Selector (入力選択)画面上のアイ

コンに、｢BYPASS (バイパス)｣と表示されます。 

 

 

工場出荷時の設定に戻す 

HA-1(JP)を出荷時の設定に戻したいときには、フロントパネルのSource Selector (入力選択)つまみを押したまま、リモコンの

MUTE (消音)ボタンを押します。選択されていた設定は全て消去されて、出荷時の設定に戻ります。Volume (音量)つまみは自

動的に最小位置に戻ります。工場出荷時状態に戻った後で電源が自動的に切れます。 

Source
Volume

Balanced
HEADPHONE AMPLIFIER HA-1

iPod/iPhone/iPad

USB
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参考情報 

使用上のご注意 

• ヘッドフォンアンプを末永くご愛用いただくため、電源を落とした時は 30 秒以上待ってから電源を再投入するよ

うにしてください。 

• 動作がおかしい場合には電源を切り、30 秒以上待ってから電源を再投入してください。それでも問題が解決し

ない場合は、以下の｢困ったときには｣を参照するか、お買い求めの正規販売店または OPPO Digital Japan に

ご連絡ください。 

• 使用後は電源を切るようにしてください。 

故障かな？と思ったら 

操作に関してよく見られる問題は以下の表をご参照ください。問題が解決しない場合は、お買い求めの正規販売店または

OPPO Digital Japanまでご連絡ください。 

症状 考えられる原因 解決方法 参照ページ 

音が出ない 

Mute (消音) モードになって

いる。液晶ディスプレイに

Mute (消音) アイコンが表示

されている。 

MUTE (消音)ボタンを押すか、Volume (音量)つ

まみを回して、消音を解除する。 
14 

音量が低すぎる。 
Volume (音量) +/- ボタンを押すか、Volume (音量)

つまみを回して、音量を上げる。 14 

入力ソースが接続されていない

か再生状態ではない。 

Source Selector (入力選択)つまみを回すか、リモコ

ンで対応するボタンを押して、有効な入力ソースに

切り替える。 
13 

オーディオケーブルがきちんと接

続されていない。 
オーディオケーブルを確認して、必要に応じて接続

し直す。 
7 - 11 

リモコンが動作

しない 

リモコンが本体から遠すぎ

る。 
所定の範囲内でリモコンを使用する。 6 

電池の残量が不足している。 電池を交換する。 5 

動作がおかし

い 

保護動作状態になっている。 
本機の電源を落とし、30秒待ってから再起動す

る。 
13 

他の電子機器による干渉。 
他の電子機器の電源を切って干渉源を特定する。

干渉源となっている機器の設置を変更するか他の

機器と交換する。 
2 

 

ユーザーマニュアルの更新 

このユーザーマニュアルの更新版はOPPO Digital Japanのウェブサイトからダウンロードすることができます。ユーザーマニュアル発行後に追

加された新機能を反映するには、マニュアルを更新する必要があります。ファームウェア・アップデートで新機能が追加された場合、オンライン

に掲載されたマニュアルも更新されます。 
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仕様 

意匠および仕様は予告なく変更することがあります。 

基本仕様 
寸法 (W x H x D) 254 x 80 x 333 mm 

質量 5.9 kg 

電源 AC 100-120 V~ / 220-240 V~、50/60 Hz自動検知 

消費電力 70 W (動作時)、0.5 W (待機時) 

トリガー入力 3.5 V – 15 V、最小10mA 

トリガー出力 12 V、最大100 mA 

動作温度 5 °C - 35 °C 

動作湿度 15% - 75% 結露なきこと 

ヘッドフォンの推奨インピーダンス  32Ω – 600Ω 

バランスヘッドフォン出力(XLR-4)ピン配置 1: L+、2: L-、3: R+、4: R-、シェル: GND 

6.35 mmヘッドフォン出力ピン配置 チップ: L、リング: R、スリーブ: GND 

XLRバランス入力 
入力インピーダンス 15kΩ 

最大入力レベル 18 Vrms、+27.3 dBu (0 dBu = 0.775 Vrms) 

RCA入力 
入力インピーダンス 10kΩ 

最大入力レベル 9 Vrms、+21.3 dBu (0 dBu = 0.775 Vrms) 

同軸、光、AES/EBUデジタル入力 
入力フォーマット PCM(ステレオ) 

サンプリング周波数 
44.1 kHz、48 kHz、88.2 kHz、96 kHz、 

176.4 kHz、192 kHz 

ワード長 16ビット、24ビット 

USB DAC入力(USB Bタイプ) 

入力フォーマット 
PCM(ステレオ) 

DSD (DoP v1.1またはネイティブ/ステレオ) 

PCMサンプリング周波数 
44.1 kHz、48 kHz、88.2 kHz、96 kHz、  

176.4 kHz、192 kHz、352.8 kHz、384 kHz 

PCMワード長 16ビット、24ビット、32ビット 

DSDサンプリング周波数 
2.8224 MHz (DSD64)、5.6448 MHz (DSD128)、 

11.2896 MHz (DSD256、ネイティブモードのみ) 

プロファイル USB 2.0、USBオーディオ2.0 

モバイルUSBオーディオ入力 (USB Aタイプ) 
入力フォーマット PCM(ステレオ)  

PCMサンプリング周波数 44.1 kHz、48 kHz 

プロファイル USB 2.0、USBオーディオ2.0 

VBUS電力出力 +5 V、2.1 A 

Bluetoothオーディオ入力 
標準 Bluetooth 2.1+EDR 

プロファイル iAP、SPP、AVRCP、A2DP 

オーディオ伝送フォーマット SBC、aptX 
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DAC部仕様 

 

仕様 XLR出力 RCA出力 

出力レベル 4.6 ± 0.3 Vrms 2.3 ± 0.3  Vrms 

周波数特性 

(-10 dBFS / 384 kHzで計測) 

10 Hz – 170 kHz (+0/-3 dB) 

20 Hz – 20 kHz (+0/-0.07 dB) 

10 Hz – 170 kHz (+0/-3 dB) 

20 Hz – 20 kHz (+0/-0.07 dB) 

THD+N@1kHz (Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) < 0.00056% (< -105 dB) < 0.00056% (< -105 dB) 

チャンネルセパレーション > 105 dB > 105 dB 

SN比  (Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) > 115 dB > 113 dB 

ダイナミックレンジ  

(1 kHz -60 dBFS、Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) 
> 115 dB > 113 dB 

(各項目の値はUSB入力でホームシアターバイパスモードを使用したときの値となります) 

プリアンプ部仕様 

 

仕様 XLR入力 – XLR出力 RCA入力 – RCA出力 

定格出力レベル 4.6 Vrms 2.3 Vrms 

周波数特性 
10 Hz – 200 kHz (+0/-2 dB) 

20 Hz – 20 kHz (+0/-0.04 dB) 

10 Hz – 200 kHz (+0/-2 dB) 

20 Hz – 20 kHz (+0/-0.04 dB) 

THD+N@1kHz (Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) < 0.00056% (< -105 dB) < 0.00071% (< -103 dB) 

チャンネルセパレーション > 120 dB > 110 dB 

SN比  (Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) > 110 dB > 105 dB 

ダイナミックレンジ  

(1 kHz -60 dB、Aウェイト 20 Hz – 20 kHz) 
> 120 dB > 115 dB 

最大ゲイン (100 mVrms入力) 6 dB 6 dB 

(各項目の値は定格出力時の値となります) 

ヘッドフォンパワーアンプ部仕様 

仕様 条件 XLR入力 - 4ピンXLR出力 RCA入力 - 6.35 mm出力 

最大出力 

 (チャンネルあたり) 

600Ω負荷 2400 mW  600 mW  

32Ω負荷 3000 mW  3500 mW  

定格出力 

(チャンネルあたり) 

600Ω負荷 800 mW  200 mW  

32Ω負荷 2000 mW  500 mW  

定格出力時の周波数特性 
10 Hz – 200 kHz (+0/-1 dB) 

20 Hz – 20 kHz (+0/-0.04 dB) 

10 Hz – 200 kHz (+0/-1 dB) 

20 Hz – 20 kHz (+0/-0.04 dB) 

THD+N@1kHz  

(Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) 
定格出力 < 0.0018% (< -95 dB) < 0.0056% (< -85 dB) 

50 mW < 0.001% (< -100 dB) < 0.0022% (< -93dB) 

チャンネルセパレーション > 120 dB > 90 dB 

S/N比   

(Aウェイト、20 Hz – 20 kHz) 
> 111 dB > 111 dB 

ダイナミックレンジ  

(1 kHz -60 dB、Aウェイト 20 Hz – 20 kHz) 
> 120 dB > 115 dB 

出力インピーダンス 0.5 Ω 0.7 Ω 

(明示的に示されない限り、各項目の値は600Ω負荷での定格出力時の値となります) 
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OPPO Digital Japan 製品保証書 

OPPO Digital HA-1(JP)をお買い上げいただきありがとうございます。この製品保証書は、OPPO 

Digital Japan株式会社が定める製品保証規定（次ページをご覧ください）に基づき、購入後、1年

間（ユーザー登録を行った場合2年間）にわたり製品本体の無償修理をお約束するものです。下記保

証期間中、故障が発生した場合、お買い上げの販売店または弊社指定の受付窓口にご依頼ください。 

★製品情報 

お買い上げ日：      年        月       日 

製品名(品番を含む)： OPPO Digital HA-1(JP) 

シリアル番号：  

 

■受付窓口 

製品の故障・修理に関する問合せ等は、以下の電話または電子メールにて承ります。 

電話      ：03-5759-4750 

電子メール：support@oppodigital.jp 

受付時間  ：月～金：10:00～18:00 (電子メールによる問い合わせは24時間受け付け) 

 

★販売店情報  

住所： 

店名： 

電話番号： 

 

☆お客様 

弊社ではユーザー登録をお願いしております。登録を行うことで、製品保証が2年

間に延長されます。 

以下のユーザー登録ページにアクセスし、表示されるフォームに必要事項を記入の

うえ登録をお願いいたします。なお、巻末の登録用紙を用いることでFAX/郵送での

登録も可能です。切り取った上でご利用ください。 

＜ユーザー登録ページ＞ 

  http://registration.oppodigital.jp 

 

★印に記入及び☆印にお買い上げ日から1ヶ月以内に登録の無い場合は、製品の保証が無効となります

ので、必ず記入・登録の有無をご確認ください。記入・登録がない場合は、直ちにお買い上げの販売店

にお申し出ください。本書は再発行いたしませんので、紛失しないように大切に保管してください。
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【製品保証規定】 

1. この商品の保証は、製品保証書の保証期間に操

作マニュアル等にしたがって正常な使用をして

いたにも関わらず、保証期間内に故障が発生し

た場合には無償修理を行うことをお約束するも

のです。

① 無料修理をご依頼になる場合には、お買い上

げの販売店にお申し付け下さい。

② この商品は持ち込み修理にて対応いたしま

す。お客様から故障品を弊社宛にお送りいた

だき、修理が完了しましたら弊社から修理完

了品をお客様に送付致します。

2. ご転居の場合の修理ご依頼先等は、お買い上げ

の販売店にご相談ください。

3. ご贈答品等で本保証書に記入の販売店で無料修

理をお受けになれない場合には、弊社に直接ご

相談ください。

4. 保証期間内であっても以下の項目に該当する場

合は、無償修理の適用対象外とさせて頂きま

す。（但し、無償修理の適用対象外であって

も、有料での修理又は、代替品への有料交換等

のサービスは、ご利用可能です。）

① 使用上の誤り、又は不当な修理や改造によっ

て生じた故障及び損傷

② 商品送付後の輸送、移動、落下等によって生

じた故障及び損傷

③ 火災、地震、水害、落雷、その他の天変地

異、公害、塩害、ガス害、静電気、異常電圧

等の外部要因によって生じた故障及び損傷

④ 接続された他の機器が原因で生じた故

障及び損傷

⑤ 車両、船舶等に搭載されたことによっ

て生じた故障及び損傷

⑥ 消耗品の交換（バックアップ電池等）

⑦ 本書にお買い上げ年月日並びに販売店

の記入がない場合、あるいは製品保証

書の字句を不当に書き換えられた場合

⑧ 本書のご提示がない場合

⑨ 一般家庭用以外（例えば業務用等）に

使用された場合の故障及び損傷

5. この商品に関するドライバーソフトウエア、

アプリケーション・ソフトウエアが他社の提

供するハードウェア、アプリケーション・ソ

フトウエアで動作するという保証は致しませ

ん。また、これらのソフトウェアを使用する

ことによるその他の損害についての保証は致

しません。

6. 修理によって交換された代替品、不良部品の

所有権は、弊社に帰属するものとします。

7. アプリケーション・ソフトウエアのバージョ

ンアップ（障害対応ソフトウエアを除く）に

ついては、本保証の範囲に含まれないものと

します。

8. 本規定は、この製品についてのみ無償修理を

お約束するもので、この製品の故障又は、使

用によるその他の製品の損害については、当

社はその責を一切負わないものとします。

9. 本書は、日本国内のみで有効です。

10. 本書は再発行いたしませんので大切に保管し

てください。

保証サービスを受けるには、次の手順に従ってください: 

• お買い求めいただいた販売店様へお電話もしくはメールにてお問い合わせください。

• 弊社から直接ご購入されたお客様はOPPOカスタマーサービスまで、欠陥と思われる問

題の詳細、製品モデル、シリアル番号、購入日と購入場所を、電子メール  

support@oppodigital.jp または電話03-5759-4750まで連絡してください。
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OPPO Digital Japan株式会社 ユーザー登録用紙 

この度は弊社取り扱い製品をお買い上げいたただき、誠にありがとうございます。弊社取り扱い製品の保証

については、ご購入者様によるユーザー登録手続きの完了が必要です。インターネットからのお手続きを希

望されないご購入者様は、本登録用紙を郵送また はFAXにて弊社までお送りください。 

購入製品 

購入日 

シリアル番号 

購入店舗 

お名前 

郵便番号 

住所 

電話番号 

E-mail 

購入動機 

購入時に比較した製品 

本製品を知ったきっかけ 

FAX送付先 03-6779-5481 

郵送先 

〒107-0062東京都港区南青山2丁目11番13号   

南青山ビル4F 1774号   

OPPO Digital Japan株式会社 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         © 2014 OPPO 

51979488     V 1.0 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


